









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ガヤ ゼン オソ ギラ返し13に一つ銭もうけを教えてやつさ力、い、私が言うようにしてみいよ14゜それはなア、
ギラ ふんどし
私を爺ざが樟１５のな力、ヘ入れて、そのなり16日本一の屍こきじゃって、殿様の前を通っ
てみいよ。しやアしっとなア17、ちょうど爺ざが屍こぐように、うまいこと鳴くさかい１８．
ヨロコＩまうび
しやァしっと、きっと殿様、上手な尻じゃって喜て゛褒美をくださるにちがいないざ力､い
ｌこの話は、本書ではセクション番号５７（141-144頁）である。この話は「鳥呑み爺」の
一種｡烏を呑むのではなく、樟の中に隠し持つタイプ｡鉱次郎の妹､織田きぐ（1915-2005）
が語る話では、シンジガラ（蝉）を飲み込む話になっている。本文末にある伝承者山下
たまは鉱次郎・きくの祖母にあたる。
２白峰民話の発端句｡いわゆる「昔々系｣。アッタイトーのように､存在のアッタを用いる。
イは《ノダ》の意味をもつジャの異形態。トーは伝聞。
３ジーサマ、ジーサ、ジー《爺》／バーサマ、バーサ、バー《婆》の順で階層が下がる。
《爺》については、ノンサ、ノノの別の語があり、階層的にはジーサ、ジーに相当する。
４発端句と対照的に～トートオッタイッテとなる。人の存在にオッタを用い、末尾はツテ
の引用形式。
５ナイは間投詞。現在のニャー、ニヤのもとの形。
６「とらえる」と「つかまえる」の混交語。
７「飼う」はコー。コーチョルは《飼っている》の動作継続（進行)。
８マ行バ行のウ音便をもつ。「喜ぶ」のテ形「喜んで」はヨロコーデとなり、さらに短音化
してヨロコデとなる。
９「とまっちゃったいとお」のトマッ《止まる》＋チヤッタ（ジャッタの異形態）＋イ（ジ
ャの異形態《ノダ》）＋トー（伝聞)。「動詞＋ジャッタ」で回想を表す。全体で《止まる
ものだったんだって》が直訳。
'０「いつつも」《いつも》は常に促音があるかたち。
ｕ白峰方言の自称詞。男女の区別なし。「以下ら（イゲラ)」から来ているものか。
'２ヨーシタイは「ありがとう」に相当する。おそらく「よくした＋イ（ジャ)」から。ヨ
ーは丁寧さを表す文末詞。
１３「お礼返し」の複合語。「返す」はカヤス（Ｃｆ「返る」はカヤル。「変える、帰る」はカ
エルーカイル)。
'４ミルの命令形ミー。それにヨの文末詞。
'５「爺さが樟」には所有のガが用いられている。
'６「そのなり」は《そのまま》･
'７「しや－しっとなァ」は《そうするとなあ》・
'８「さかい」は「から」に相当。この文は「さかい」で完結した文。
－８７－
ょぅ'9｡」
アレ ふんどし
って言うて闇かしたいとお・それて゛、爺さ、自分が20かいちよる樟のなかへ雀を入れて、
殿様がお城から出てござる21前をウロウロ歩いちよったいって仁や。家来衆やびっくりし
て、
「そこを通ろは22何もんじゃ。」
ちゅうてとがめたさかい、すかさずになァ、
「日本一の屍こきじゃ。」
ちゅうたいってにゃ。殿様なァ、
「そんなら、一つこいてみい23｡」
って言うたいって。そこで爺さ、足をふん張って、ゾッと禅のなかの雀に合図したらなァ、
チチン、ピヨドリ、コガネジャックリ、ジャックリ、ノノガカネカネ、ジンジガラガラ、
トノナガレス、プツプツ、プツプツ24、
ちゅうて鶇いたいとお･聞いた殿様は、
「こりや上手な屍じゃ。もう一つこいてみい｡」
そこで、また合図しろと、
チチン、ピヨドリ、コガネジャックリ、ジャックリ、ノノガカネカネ、ジンジガラガラ、
トノナガレス、プップッ、プップッ、
ちゅうてこいたいとお・殿様も家来衆も、
「見事、見事。日本一の屍こきじゃ。」
ンナ ケッコベェ ヨロコ力
皆、手をただいて25誉め'よやして、褒美の金やら結構な26着物27やら＿ぱいもろて、喜て゛担
んで28もどつたいとお･
フウアレ
そうしたらtJLPい、隣の欲の深きや29婆さ、でこけなるて3０（大変うらやましくて)、自分が家3，
1９これも「さかい」で完結した文。「よう」は丁寧さを表す文末詞。
2．アレは《自分》という再帰名詞｡ここでのアレガのガは後のカイチヨルの動作主を表す。
２，「出てござる」のテゴサルはチョル（＜ておる）の尊敬。《出ていらっしゃる》の意味｡
２２「そこを通るは」では準体助詞ノがない。連体形の準体用法｡
２３「みる」の命令形｡
２４チチン（擬声語)、ピヨ鳥（擬声十鳥)、黄金ジャックリジャックリ（擬声語)、爺ガ（ノ
ノの）金々、ジンジガラガラ（蝉)、トノナガレス（鳥の～、不明)、プップッ、プップ
ツ。
２５ｍⅡ<」はタダク。
２６ケツコナは《綺麗な》の意味。
２７《着物》をさす一般的な語。
２８カンデは《担いで》・基本形ははっきりせずほとんど用いない、カグか｡
２９「深い｣はフーキヤ。標準語３拍の形容詞語幹は長母音をもつ｡Ｃａi＞~Cja（フーキヤ)、
Ｃｕi＞Ｃｉ（サーピ《寒い》）など。
３０「でこけなるて」のデコは「でかい」に関係し《大変》の意味・ケナルテは、ケナリ（＜
－８８－
オコ
の爺さをﾛﾋｰうて、
「ほかの、ノノ（爺）ら32は屍二いても全とる。家のノノらは糞ノノじゃ。」
ちゆうて爺をせめて手にやわん33ようになったじゃって（手におえなくなったということです)。
ナロモ
爺さ仕方がのうて、屍こぎ爺ざがとこへ行って34習てこう35と`VEて、
「しやんなら、あのノノがとこへ行って、じゃァしてしやァな屍二いたじゃ、聞いてこ
うわ､136｡」
ちゅうて隣の爺がとこへ問いに行ったいって。
オコ
「もう、家の婆口上って手lこやわんじゃが、じゃァしろと、しやァな上手な尼がこけろな
オソ
ら（尻がこけろのてす力､）３７．－－つ教えて38くれん二（くれませんか）３９｡」
「フム、婆が叱るこ（｡ころのか)。しやんなら教えてやろんね40゜それはない、でかいこと
あずきままたクデエダイコつ
，I、豆飯を炊いて腹一いっぱい41食て、屍へ42出そになったら大根の尻つぼを詰めして43行
〈とよいCやわい｡」
オソクちゅうて教えてくれたいとお・それから家へもと゛って、小豆飯をこしらいて44ドッサリ食て、
デ
尻へ大根の詰めして、あら(ﾅの（荒々しく）４５歩くと出っさ力､い、ソッソッと歩いて行って、
ケナルイ）《うらやましい》のテ形。
31「あれが家」は《自分の家》･アレは再帰名詞、ガは所有、「家」はイエと読む。ウチで
あれば、家屋の意味。《－族、一家、家庭》を意味するのはイエで区別する。
３２複数のうではなく、いわゆる「ぼかしのう｣。ノノラは《爺など》。
３３テニヤワンは「手に合わない」から。ここでは《手が付けれない》の意味。
３４《庇こき爺さのところに行って》の意味。
３５ナローテ＞ナロテ。コーは「来る」の意志形。コヨーのようにヨが入らない形。
３６「じゃアして」《どうして》、「しやアな」《そんな》、庇こいたじや《庇こいたのか》、聞
いて《聞いて》、こう（｢来る」意志形)、わい（自分の主張)。疑問語疑問文の場合、文
末に「ナラ（ナー)」がくるが、それが節に入ると「[疑問語…ジヤ］述語」の形をとる。
３７《どうするとそんな庇がこけるか》の意味｡本文括弧にあるような敬語的な要素はない。
ナラは疑問語疑問文に用いられる文末詞。
３８「教える」をオソエルというのは、おそらく古語「をすへる」から。オスエル＞オソエ
ルと変化したものであろう。
３９コは真偽疑問文に用いる文末詞。「～てクレンコ」《てくれないか》・本文括弧にあるよ
うな敬語的な要素はない。
40ンネは「言い聞かせ」の文末詞。動詞意志形＋ンネでは自分の意向がこれから実現する
ことを相手に言い聞かせるときに用いる。「しやんなら今から梯子展ちゅうのをこいてみ
しよ《見せよう》んね」（４１はしご庇４３頁)。他に、ジヤ＋ンネもあり。この場合、説
明を言い聞かせるときに用いる。「このゴザを貢うて来た《買ってきた》い（ジャの異形
態）んね」（３７ムジナめと猿め１０８頁)。
41ハラーイッパイと発音したものか。
４２この方言で「デル《出る》」がとる補語には、エ格がある（例：学校＝出ル)。しかし、
ここでは、デエソ（語幹デー《出》＋ソ《そう》）のデルの主体になっている。
４３「詰めして」は《栓して》の意味。
４４コシライルは「作る」にあたる語。ツクルは農作物、酒などに対して用いる。
４５「あらけなし」から。白峰のアラケノは《強く》の意味の副詞だが、ここでは《力をこ
－８９－
殿様のござる46のを待つちよったいって。そうしたらない、殿様、行列してござったいと
モ
お゜爺さ、それ今じゃと恩て、行列の前へ出て行ったら、
「そこを通ろは何もんじゃ。」
「日本一の屍こきじゃ。」
キンノ
「昨日の庇は聞きごと47じゃった。ｔ'一つこいてみい｡」
モ モ爺さ、しめたと息て、精いっぱいて゛かいな48屍をこいて、よけい褒美をもろてい二と尾て、
まく ソソパラ ジキ尻を捲って、ウウンッと下腹に力を人jl/して力んだ49いってにや゜そうしたらなァ、大根の
バア
詰めがスボンツとぬげてない、糞50がて゛力、いことペタペタツと出たじゃって。そうしたら
なぁ、殿様、大変怒って、
「これは偽せもんじゃ、プチただいて51やれッ。」
アツ
ちゆうたいって。大勢の家来衆ら集ばって52来て、手に持つちよった槍の尻でなく゛りつけ
からだじゆうベエナンまっか
左いって。爺さ、身体中なぐられていっぱい血が出て、着物も何も血だらけ|こなって、真赤
ヌ
に染まって命ガラガラ53逃げてもどって行っ/Eいって。
フウ
そうしたらない、欲の深きや婆さ、ノノ（爺）ア今(こ褒美もろてもどってくっちゃろこ54、
モ ヤネセド早よ来りやよいにlこやと尾て、二階55ヘ上って窓56ヘのぞい57てみたら、爺や58血だらけにな
とおめ べエ カ
って泣き泣きもどってくっちゃって。けつと力、、遠目に、赤い結構な59着物着て金担んで60
ウリくるように見えつちやざ力、い61、もう嬉して嬉して62二階て踊り出したいって。
めて》の意味。
４６「来る」に対応する本動詞ゴザル。尊敬を表す。
４７「聞きごと」は《(聞くに値するほど）素晴らしい》。「見ごと」が《(見るに値するほど）
素晴らしい》に対応する。
４８「でかいな」は《大きい》の意味。終止形、連体形も同形。
４９リキンダ＞ジキンダ。語彙的な変化。
5ｏバーは《糞》・アクセントはＨＬで、バーＨＨ《婆》と対立する。２拍の親族名詞はノノ・
ジー《爺》、トト《父》、カー《母》はすべてＨＬである中で、バー《婆》だけがＨＨで
例外的。バーＨＬ《糞》との同音衝突を避ける形になっている。
51「ぶちただく｣。「ぶつ」と「ただく《叩く》」の複合動詞。
５２「集まる」をアツバルという。ｍ～ｂの交替。サーピ《寒い》など。
５３「命ガラガラ｣。この方言ではカラガラではない。
５４クツチヤロコは《来るのだろうか》の意味。クツ《来る》＋チヤロ（ジヤロの異形態）
＋．（真偽疑問文の文末詞)。
５５ヤネは《二階》をさす。
５６セド（背戸）に「窓」の字を当てるが、ヤネにある窓の意味で「戸」ではない。
５７この方言では「覗く」は「～エノゾク」とエ格をとる。
５８ヤはトピックを表す助詞。
５９ケツコナは《よい》の意味。「良い意味」の内容は広く、《綺麗な、美しい、清潔な》な
ど、この一語が表す。反意語はミーニキ《見た目が悪い》、キタニヤ《汚れている》、ネ
ンドナ《不快を与える》など、意味区分が細かくなっている。
60「金かんで」は《金を担いで》の意味。
61《見えるのだから》の意味。見エッ＋チャ（ジャの異形態）＋サカイ。
－９０－
アァヵベェ カ
「ノノ（爺）ァ赤い63着物着て金担/(ﾉて゛来るわ。チャッチャッチャッチャッ。ノノ（爺）
アァカベェ カ
ァ赤ぃ着物着て金担んて゛来るわ。チャッチャッチャッチャッ。」
ちゅうて踊つちよったいとお･それで、そうらいきりのかんどめなし64。
(山下た主より伝承）
６２「嬉しい」はウリシ。シク活用の形容詞はシで終わる。カナシ《悲しい》、サピシ《淋
しい》。
６３アーカイとなっている｡標準語３拍形容詞は､CVCVaiにはＣＶ:Cja(アーキヤ《赤い》)、
CVCuiにはＣＶＣｉ（サーピ《寒い》）が対応をする。語末ではいくつかの語で、Ｃａi＞Ｃｊａ
の変化を起こしている（フチヤ《額》、イチミヤ《－枚》など)。アーカイは上記の口蓋
化の変化を起こす前の形であり、ここでも語幹の長母音が見られる。この形は語幹の長
母音がなぜ生じたかの問題にとって重要である。形容詞全般に、語尾の融合変化と短母
音化の二つの変化が起こったが、それに伴って語幹母音が長音化したのではないことを
示唆する。すなわち、語尾の音変化以前にすでに語幹母音は長かったのである。
６４白峰民話の結末句。いわゆる「そうろう系｣。「そうらいきりのかんどめなし」の他に、
「そうらいきりのがんどめのあし」がある。「がんどめのあし」はガンドメ《蟹》のアシ
《足》で、蟹の鋏を連想し、そこで切る（話を打ち切る）意味がある。
－９１－
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